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介した Ca2+流入が引き金となって産生される。さらに TRPC5 が NO によって活性化されることから、
京都大学 博士（工学） 氏名 小川 臨 
TRPC5の活性と NO産生はポジティブフィードバックの関係にあると考えられる。本章では血管内皮細
胞において TRPC5 は内皮型 NO 合成酵素(eNOS)又はカベオラ（細胞膜の陥凸構造）の主要構造タンパ
ク質(caveolin-1)と結合することによって、Ca2+流入および NO産生を制御していることを明らかにし
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（論文審査の結果の要旨） 







2. 血管内皮細胞において NO感受性を保持する TRPC5チャネルの活性は eNOSと caveolin-1 と
の複合体形成によって制御されていることを明らかにした。 
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